
木曽・奈良井宿の町並調査

建造物研究室

奈良井千iは長野県木曽�tll桝川村奈良井にあり， 江戸時代には旧小山illの相場111rであった。l昭

和49年度に笑j息したIIIJ並調査は， 伝統的IIIJ並の形成， 現在の特色を切jらかにすることを目的と

した。 この調査で待た資料は奈良井桁保存のための施策をたてる基際資料になる。 調査は当研

究所が主体となって行ない，J角川村教育委民会が協力した。 なお今1111の調査は全国各地10(1,'·1所

の市 IIIT村で実施した1 11nrz.·集落調査のうちの1つである。

調査地区は奈良井村iの旧？ti場IIIJを1j:i心に， 川辺を含めた奈良井j也｜豆である。 また必�に応じ

て， 楢川村， 木曽十－1i'iの調査を行なった。 調査は， ①奈良介地区の 1/1.000 J也灰｜（閃1参照）

とこの地図を利川して時代別・用途別などの分布悶の作成， ②奈良井出の1j1j.と部でIIIJJb午前l凶

作成のための写真iJlljf九③ IIIJ家の子而・防造 ·m具などの尖iJll), @IIIJ家IEffi1の現状のデザイン

要素の州l出と復原調査， ⑤IIIT�）v..・ 1 11r家の写真版膨，＠L従リ」的2ち

料調査， ⑦-i"i老からのllfl取調査， 1 11nrz.保存についての地元陀民の話し合い，③観光ミ与を対象と

したアンケ ー ト調査， などであった。

奈良井桁の旧街道は往II寺の形態を古！U日＇iしていて大きい変化はなし、。 街道に沿って約1 bnの両

�lllにIIIJ家がxi!ち益ぶ線型集泌である。111rの山O!IJには4社5王寺があり， 街道から奥に引込んだ｛、t

置にある。往H寺のIIIJ脳設の l つである水場も 5 例所あ って， 現干Eも矛IJ)日されている。 こうして

社寺や111r純設が多くのlllf家と一体となって，l[l'fti易.�lllfの広間気をよく保J守している。 1 11rの背景

は常に周辺の山々で自然環境も良好である。

街道に沿った宿内の建物のH寺代別分布をみると， 江戸H寺代末から則前今日寺代の建物がが」 6 ＇，�ljで

戦前の建物を加えると約8 ;1;11になり，木造が圧倒的に多L、。IIIH哀の伝統的総式は切妻・平入で，正

問iでは中二階がー ｜街よりも少し11iiにIUる出架造りと呼ばれる桃造である。二｜継は イ尽く「l:i二｜併で ，

明治末頃にやや，�；くなり昭和初則には木二｜慌になる。伝統的様式では軒高・ILi架下
＇
：iが揃い， I IIJ
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木作・奈良 ）l'riiのIIIJj(Ul,Fi\

立左景観に強l し、統一感を与える。 しかしIIIJ"S)立J；［·�況は道路とllff家がIJJ述しあうので， 道路の広狭・

折れ1111り・成道などによって変化に日みlj'r.淵にはならなし、。

｜川
・

米正則はIL\梁j主りにff徴があるが，IU史fの政DJ（をつけた装飾的な小照：以や，11\J口 一杯に

通す胴ぷや入「｜を除く11\J口にJillすれ制臼ま背が ，：＇：iく， これらにも特徴がある。ー附it而iの柱11\1委主

計を復似してみると人l lは大戸， その他はシトミであった家がほとんどであった。現在はガラ

ス戸の家が多く， ガラス戸の1Jijに桁「を取付けている米もある0 111二｜明正 ，mで
‘
は復原すると，

IJ川氏やてすりのみの家がが」 7 ',iii！， 絡fが約3 ＇，！却であった。 ，1，二l析では両官llJに布h控をつけたり，

またll史ほ・ll要以Jq，をつけたりする家がI/Ifの1 I 1火部を ，1，心に多L、 0 1 I 1二｜併は全体的にー 11t1ほど改

造が多くなく，Ill状をとどめている家が多し、。

現
了

（［：：みることのできる奈良:JI：仙の111r ,K ;;Ur.Rは， 天保�f-1111の大火後の ， 11二附,ti!の山架道iりの111r

家が:illち恨んだIHfJEが基礎になっている。大戸やシトミがlilt.払われプfラス戸に変っているが，

1nr並民間は江戸末JUJの旧約場IIIJの民脱が色波L、と s ；える。

現伝の奈良井は戸数388戸， 人l 11438人の11111\Jの，＇（｛1かな法務である。かつては「奈良井千tli.J'・」

といわれたほど， 漆工・櫛・1111q均の木工J佐が峨んな1(1!必1nrとして栄えていた。明治に伝って計i

！以｛'il)IJ度が廃止されたことや， 漆工・怖のノ ｜庄が｜涛の τ｜λ沢· YMJitで｜監様したことなどから奈良井

·,,;rはおtえていった。しかし漆工は現ギcでも奈良：JI:の守二なEr.Xであるし， 1llt物・竹創II工など， 伝

統産業が椛んである。奈良JHdは木作路のうちでもM:もよく行[J;UIIIJの1(1j 1与をのこし，IM聞の自

然出j立や現了l：に受継がれている伝統産業と一体となって魅力ある111rになっている。

昭和44�fに山内のI/If家が流山移築されようとしたIU来 ・］；：を契機に，fl：民は｜当分述のlllfをみな

おし C1ミイf：しようとする動きが始まる。その後多くの研究自による111r被の弘，＇ti年研究活動が続き，

fl.:民の111r、�良保イf：のな向が強くなってきている。（！：民のノドー吊の（｜日｜約をM：小｜岐にしつつlllf被保有ーを

はかり， 一方では附加する傾1,,jにある制光符にも点、Ht:；していく， という新しい1nrづくりはむず

かしい問題が多いだけに，(i：民を，1，心として�，，］ ,11,J，.）の暖ll)Jのもとにlilf
l

1E似イがを進めることがJU]

f与される。 GJ：，げtの訂ーしい内科と仙川は当研究所の午mとして｜
一
＇
IJr rする予みじである。） （上野；）JIー）
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